
公社等外郭団体の改革方針（案） 

団体名 財団法人 千葉県文化振興財団 所管所属名 環境生活部 県民交流・文化課 

事
業
内
容 

芸術文化を普及し、県民の自主的文化活動を支援することにより、生きがいとうるおいの

ある世界に開かれた文化県千葉の建設に寄与することを目的に昭和６１年３月に設立され、

その目的を達成するため、次の事業を行っている。 
１ 芸術文化及び伝統文化の振興 ２ 各種文化事業の企画及び実施 
３ 文化活動への支援      ４ 文化に関する調査研究 
５ 文化情報の収集及び提供   ６ 各種文化事業の受託 
７ 文化会館の管理運営       ８ その他前各号の目的を達成するために必要な事業 

財
務
状
況 

年度（単位：千円） H20 H21 H22 

貸
借
対
照
表 

総資産 969,186 962,456 964,031 

負債 311,520 288,954 277,174 

資本 657,665 673,501 686,856 

累積損益 83,736 99,572 112,922 

損
益
計
算
書 

総収入 832,911 807,612 737,444 

経常損益 8,745 15,836 13,349 

当期損益 8,745 15,836 13,349 

減価償却前当期損益 9,293 15,824 13,835 

 借入金残高    

県
財
政
支
出 

委託料 469,000 469,000 469,000 

補助金・負担金 45,011 45,669 42,042 

その他 0 0 0 

団
体
の
必
要
性 

県
関
与
の
必
要
性 

（団体の必要性） 

本財団は、伝統芸能である能や芸術性の高い舞台公演の比較的低料金による県民への芸術

鑑賞機会の提供、将来有望な若い演奏家や千葉県少年少女オーケストラの育成等による音楽

文化の育成・向上、誰もが気軽に参加できる県民参加事業等の実施による県民の文化活動の

向上を図るなど、本県の文化振興に重要な役割を担ってきた。 

また、県立文化会館の設立当初より会館の管理運営を行い、平成 18 年度からの指定管理

者制度の導入以降、平成 22 年度までは、県立文化会館 4 館のうち千葉、東総、青葉の 3 館

の管理運営を行い、県の文化振興に寄与している。平成 23 年度からは、千葉、東総の 2 館

の管理運営を行うこととなっている。 

今後も、財団の保有する企画力、指導力を生かし、県民ニーズに合った事業を展開するこ

とにより、本県の文化振興を図る必要がある。 

（県関与（人的・財政的）の必要性） 

県が２１世紀を担う少年少女の豊かな音楽活動の促進とオーケストラの普及に努め

るとともに、演奏活動を通じて、地域との交流やふれあいを深め、千葉県文化の振興に

寄与することを目的に平成８年６月に設置した千葉県少年少女オーケストラについて、

財団が文化企画力、指導力を有することから、運営を委託したところである。以来、定期演

奏会のほか県内各地域の諸行事や国際交流活動に出演し、今では世界でもトップクラス

の少年少女オーケストラと評価されるまでに成長している。 

今後も、引き続き本県の文化振興を図るため、少年少女オーケストラを育成支援して

いく必要がある。 

 

 

１８ 



過
去
の
見
直
し
方
針 

分類 経営改善 

１ 内部管理経費の削減等の合理化 
  給与体系の見直しや効率的な運営により経費の節減を引き続き進め、民間と競争できる

だけの効率的かつ計画的な運営に努める。 
２ 千葉県文化の担い手としての資質の向上 

新しい文化の創造や県民ニーズを掴んだ企画を実施するなど、事業の企画・運営能力等

の向上を図り、他の指定管理者申請者にまさる千葉県文化の担い手として評価される財団

づくりに努める。 
３ 市町村合併により広域化した市町村との役割分担 
 東総文化会館については、引き続き、地元市町村が合併した後の、統合市の中心的な施設

として位置付け、地元市町村と協議のうえ移譲を図る働きかけを続ける。 

現
在
ま
で
の
取
組
状
況 

平成２０年３月に以下の内容の「経営計画」を策定し、経営改善に取り組んできた。 
１ 給与体系の見直しや効率的な運営による経費の削減 
 （１）給料表の見直し （２）早期退職制度の活用 （３）６０歳を超えた職員（再雇用

職員）の活用  （４）光熱水費・燃料費の圧縮 
２ 民間と競争できるだけの効率的かつ計画的な運営 
 （１）文化会館利用可能日数の増加による利用料収入の増加 
３ 事業の企画・運営能力等の向上 
 （１）自主公演事業の充実 
 （２）芸術性の高い共催事業の積極的な誘致による県民への鑑賞機会の提供 
 （３）舞台、業務にかかる技能検定などの職員の資格取得の奨励 

（４）芸術文化団体とのネットワークづくりや専門的知識を有する組織（大学、NPO、

研究所等）との連携 

役
職
員
の
状
況 

常勤役員   14 ４名⇒ 23 ２名 

 うち県ＯＢ 14 ４名⇒ 23 ２名 

 うち県派遣 14 ０名⇒ 23 ０名 

常勤職員   14 ５６名⇒ 23 ３０名 

 うち県ＯＢ 14  ０名⇒ 23  ０名 

 うち県派遣 14  ５名⇒ 23  ０名 

課
題 

千葉県文化の担い手としての資質の向上と県立文化会館の指定管理運営のため、今後も、 
① 事業の企画・運営能力等の向上を図り、県民に愛され、親しまれる財団づくり 
② 経営改善を図り、民間と競争できるだけの効率的かつ計画的な運営に努めていくことが

必要である。 

今
後
の
改
革
方
針
（
案
） 

分類 経営改善 
以下の内容により、経営改善を図る。 
１ 収入増加・経費削減策の開拓 
   民間補助金等の新規獲得。 
   業務委託方法の見直し、自前処理化の検討。 
   定期昇給の延伸をはじめとした給与体系の更なる見直しや早期退職制度と再雇用 
   職員の活用、光熱費、燃料費の圧縮等。 
２ 次期（平成 28 年度～）指定管理獲得に向けたノウハウ向上 
   次期申請計画書作成ノウハウ向上の研究、取りまとめ 
   プレゼン力向上のためのノウハウ研究、マニュアル化、育成を行う。 
３ 自主事業の開発を図る 
   地域の特色ある人、もの、活動をアートで結び、アートを通じて地域の文化力の向上、 
   活性化を図る。 
４ 民間企業に負けない真の経営体への脱皮推進を図る 
   県民やマスコミ等への発信力強化のためのノウハウを分析し、マニュアル化する。 
   文化振興の専門家集団としての組織力、職員能力強化策の検討、立案する。 
   休館日利用により文化会館利用可能日数を増加させ、利用料収入の増加を図る。 

 


